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じ ょ う ぶ
なかでも、ヤママユはそのマユからカイコの絹糸よりも太く丈夫で














います。また、 立山町でも飼 育をしている 方がおられるそうです。
おく ない てん ね ん
カイコは屋内で人問に飼育 され、野外で天然には存在しないので 「家
蚕（かさん）」と 呼ばれ、ヤママユは 天然に 野外で生存し「 天 蚕（てん
さん）」と呼ばれます。
さいと
ヤママユの約 7 g のマユ 1 個から 600m ほどの生糸が採れ、 100 個の
マユから 30g ほどの生糸が得 られるそうです。
カイコでは約 2g のマ ユ 1 個か ら 130 m ほどの生糸が採れ、 10 0 個


















げじゅん じょうじゅん ふ か
4 月下旬から 5 月 上旬になると、卵から幼虫が孵化してきます。
黄色の体長 6 m m くらいの小さな毛虫です。
幼虫 舅
幼虫は 、 コナラ、クヌギなどの 葉を食べて大きくなっていきます。 4







ユは 5 X 2.5cm ほどの長楕円形で、葉を土台にしてマユをつくります。
う かさなぎ
蛹の期 問は一ヶ月から 一ヶ月 半ほどで、 8 、 9 月に羽化してきます。
します。羽化や交
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